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まえがき 

 北海道開発局札幌道路事務所の道路管理延長は 221.5km

と長く、また北海道の中心都市である札幌市が管理区域に入

っており交通量も多いため、年間維持工事において地先で生

じる問題等の件数が非常に多い。現状では生じた問題の現地

状況を確認できる資料（写真等）を維持業者が作成して事務

所へ出向き、打合せを行うことが多く、場合によっては再度

確認することも少なくないため問題処理に時間がかかって

いる。このような現状において、的確に且つより迅速に現地

状況を把握し、短時間で効率的な問題処理を目指し移動通信

網を利用したモバイル画像伝送システムを導入した。 

  本報告では、平成 12 年5 月に発生した地すべり現場にお

いて本システムを導入した効果について報告する。 

 

1.画像伝送システムの概要 

 本システムは、専用線の設置が困難な場所においても携帯

電話、PHS、衛星携帯電話とデジタルカメラ及び通信アダプ

タを組み合わせた遠隔制御カメラ装置を設置することで、事

務所側からのコンピュータ制御によりリアルタイムで遠隔

地の画像を取り込むことができるシステムである。 

遠隔制御カメラ装置を含めた画像伝送システムの構成を図

-1 に示す。画像伝送システムは大別して事務所側カメラ制

御パソコンと現地カメラシステムに分かれており、これらを

移動通信網で接続する構成となっている。 

 

2.無意根大橋地すべり現場への応用 

 平成12年5月14日に無意根大橋近傍で発生した地すべり

において本システムが導入され、従来行っている現場画像の

伝送の他、計測データの伝送にも応用した。以下にその詳細

と効果について述べる。 

地すべりが確認された直後から有人による監視が24 時間

体制で行われた。しかしながら、有人による監視は突発的な

斜面の変化は確認できるものの、微小かつ緩慢な斜面の動き

を認識することは難しい。このことから上記システムを用い

斜面を定期的に撮影し前画像と比較することで有人監視の

補助とした。また同時に斜面の動きを定量的に把握すること

を目的とし、計測器機を設置してデータの収集・解析を行っ

た。計測データ、並びにカメラ画像は、斜面の変化や地すべ

りの現象を捉える一つの資料として｢即時性｣と「いつでも、
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図-1 システムの構成 

 

写真-1 遠隔制御カメラ 

-398- 土木学会第56回年次学術講演会（平成13年10月）

VI-199



どこでも、だれでも」確認できる遠隔性が要求されるため、

インターネットを利用して実施している。計測データの流れ

を図-2 に示す。システムは前述の画像伝送システムを応用

したものでカメラ画像のほかに、現場で計測されたデータは、

衛星携帯又は NTT の専用回線でリアルタイムに送信され自

動的にグラフ化される。グラフ化されたデータは札幌道路事

務所に送信され自動的にホームページへアップロードされ

る。無意根の状況を確認したい人がサーバにアクセスすると、

はじめにユーザ名、パスワードの入力が要求され、それぞれ

入力することでログオンされ画像及び計測データが確認で

きる仕組みとなっている。これらカメラの画像並びに計測デ

ータファイルについては札幌道路事務所に送信されて

きた時点ですべて画像ファイルとして保存され、日時、

場所とともに自動的にデータベース化されるシステム

となっている。 

 

3.効果の検証 

 無意根地すべり現場に本システムを導入した効果に

ついて以下に述べる。 

1）専用線の整備が困難である地すべり現場等において

も、衛星携帯電話、PHS 等の無線を利用するため、ど

こにでもカメラや計測器機の設置ができ、より効率

的な現場状況の把握が可能となった。 

2）衛星携帯電話等を利用していることにより、情報通

信ネットワークの構築が容易であるため、地すべり

現場においても速やかな通信網の構築が可能であっ

た。 

3）従来デジタルカメラの画像、計測データ等は人手に

よりコンピュータへ伝送されていたが、本システム

の導入により自動かつフルタイムでデータ伝送が可

能となった。 

4）送信されてきたデータは自動的にデータベース化さ

れるため、効率的なデータの整理・保管並びに抽出

が可能となった。 

5）従来の人手によるデータ送信に比べ、ホームページ

を利用することにより多数のユーザが同時に同一の

情報を得ることができ、またリモートアクセスが可

能となった。 

 

4.まとめ 

 以上、本報告ではモバイルによる画像伝送システム

を無意根地すべり現場に応用した事例とその効果につ

いて述べた。通常、電話を用いて現場状況を伝える場

合、話し手の憶測が入りやすいことや、人を仲介する

ことにより誤った情報が伝達されやすく、状況を正確

に伝えることは非常に難しい。しかし本システムでは

同時に多くの人が同じ画像及びデータを見ることがで

きるため、これらの問題はかなり解消されるはずであ

る。その結果、効率的な現状把握、またそれに続く迅

速な対応が可能になると考えられる。今後通信速度の

向上により、動画像の伝送が容易になれば、より迅速

で精度の高い状況の把握が期待できるものと考えてい

る。 
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図-2 計測データの流れ 
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